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   第 ７ 回   熊本県議会  総務常任委員会会議記録 

 

令和３年９月29日(水曜日) 

            午前９時59分開議 

            午前10時50分休憩 

午前10時55分開議 

            午前11時29分休憩 

午前11時33分開議 

午前11時56分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 議案第１号 令和３年度熊本県一般会計補

正予算(第11号) 

議案第２号 専決処分の報告及び承認につ

いてのうち 

議案第３号 専決処分の報告及び承認につ

いてのうち 

議案第４号 専決処分の報告及び承認につ

いてのうち 

議案第５号 熊本県手数料条例の一部を改

正する条例の制定について 

議案第６号 熊本県個人情報保護条例の一

部を改正する条例の制定について 

議案第７号 熊本県行政手続における特定

の個人を識別するための番号の利用等に

関する法律に基づく個人番号の利用、特

定個人情報の提供等に関する条例の一部

を改正する条例の制定について 

報告第４号 公立大学法人熊本県立大学の

経営状況を説明する書類の提出について 

報告第５号 公益財団法人熊本県立劇場の

経営状況を説明する書類の提出について 

報告第６号 天草エアライン株式会社の経

営状況を説明する書類の提出について 

報告第７号 豊肥本線高速鉄道保有株式会

社の経営状況を説明する書類の提出につ

いて 

報告第８号 肥薩おれんじ鉄道株式会社の

経営状況を説明する書類の提出について 

報告第32号 熊本県における事務の的確・

適正な執行の確保に関する評価報告書の

提出について 

報告第33号 令和２年度決算に基づく熊本

県の財政の健全化判断比率及び公営企業

の資金不足比率の報告について 

報告第34号 公立大学法人熊本県立大学の

令和２年度に係る業務の実績に関する評

価について 

 請第32号 私学助成に関する意見書の提出

を求める請願 

閉会中の継続審査事件(所管事務調査)につ 

 いて 

 報告事項 

  ①熊本県国土強靭化地域計画の改定（素

案）について 

  ②球磨川水系河川整備基本方針の変更等

について 

   ――――――――――――――― 

出 席 委 員(８人) 

        委 員 長 緒 方 勇 二 

        副委員長 西 山 宗 孝 

        委  員 岩 下 栄 一 

        委  員 溝 口 幸 治 

        委  員 髙 野 洋 介 

       委  員  田 大 造 

        委  員 松 野 明 美 

        委  員 島 田   稔 

欠 席 委 員(なし) 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 知事公室 

         公室長 小 牧 裕 明      

政策審議監 倉 光 麻里子 

       危機管理監 岡 村 郷 司 

       政策調整監 天 野 誠 史 

    秘書グループ課長 野 中 眞 治 

    広報グループ課長 櫟 本 麻 理 
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  くまモングループ課長 浦 田 美 紀 

    危機管理防災課長 柴 田 英 伸 

 総務部 

         部 長 白 石 伸 一 

  理事兼県央広域本部長 

   兼市町村・税務局長 村 上   徹 

       政策審議監 千 田 真 寿 

      総務私学局長 緒 方 克 治 

  首席審議員兼人事課長 城 内 智 昭 

  首席審議員兼財政課長 梅 川 日出樹 

    県政情報文書課長 鍬 本 亮 太 

      総務厚生課長 中 川 浩 徳 

      財産経営課長 永 松 浩 史 

      私学振興課長 橋 本 誠 也 

       市町村課長 

 兼県央広域本部総務部長 坂 野 定 則 

      消防保安課長 佐 﨑 一 晴 

        税務課長 久保田 健 二 

企画振興部 

         部 長 高 橋 太 朗 

理 事  

(球磨川流域復興担当)  

兼球磨川流域復興局長  水 谷 孝 司 

  政策審議監         

兼地域・文化振興局長 厚 地 昭 仁 

   交通政策・情報局長 小金丸   健 

土木技術審議監 亀 崎 直 隆 

     情報政策審議監 島 田 政 次 

        企画課長 津 川 知 博

統計調査課長 馬 場 一 也   

首席審議員 

兼地域振興課長   

 兼県央広域本部振興部長 小 川 剛 史 

       文化企画・ 

    世界遺産推進課長 沖   圭一郎 

      交通政策課長 清 田 克 弘 

      情報政策課長 臼 井 洋 介 

         政策監 福 原 彰 宏 

         政策監 有 働 人 志 

 出納局 

  会計管理者兼出納局長 手 島 和 生 

 首席審議員兼会計課長 永 江 昌 二 

      管理調達課長 枝 國 智 一 

 人事委員会事務局 

         局 長 青 木 政 俊 

       公務員課長 工 藤 真 裕 

 監査委員事務局 

         局 長 西 浦 一 義 

首席審議員兼監査監 伊津野 裕 昭 

 議会事務局 

         局 長 手 島 伸 介 

     次長兼総務課長 横 尾 徹 也 

        議事課長 村 田 竜 二 

      政務調査課長 板 橋 麻 里 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

     議事課課長補佐 松 本 淳 一 

     政務調査課主幹 西 村 哲 治 

――――――――――――――― 

  午前９時59分開議 

○緒方勇二委員長 それでは、ただいまから

第７回総務常任委員会を開会いたします。 

 本日の委員会に１名の傍聴の申出がありま

したので、これを認めることといたしまし

た。 

 まず、今回付託された請第32号について、

提出者から趣旨説明の申出があっております

ので、これを許可したいと思います。 

 まず、請第32号についての説明者を入室さ

せてください。 

  （請第32号の説明者入室) 

○緒方勇二委員長 説明者の方に申し上げま

す。 

各委員には請願書の写しを配付しておりま

すので、説明は簡単にお願いいたします。 

 どうぞ。 

  （請第32号の説明者の趣旨説明) 

○緒方勇二委員長 趣旨はよく分かりまし

た。後ほどよく審査をいたしますので、本日

はこれでお引取りください。 
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  （請第32号の説明者退室) 

○緒方勇二委員長 それでは、本委員会に付

託された議案等を議題とし、これについて審

査を行いますが、今回も新型コロナウイルス

感染症対策として３密を防ぐため、次第に記

載の２つのグループに分けて議案等に関する

説明を求めることとしました。 

 まず、知事公室、総務部の議案の審査を行

い、休憩を挟みまして、企画振興部、出納

局、人事委員会事務局、監査委員事務局、議

会事務局の議案の審査を行います。その後、

再度休憩を挟みまして、付託議案の採決を行

います。 

 それでは、知事公室、総務部の議案につい

ての説明をお願いしますが、説明は効率よく

進めるために、着座のまま簡潔に行ってくだ

さい。 

 初めに、総務部長から総括説明をお願いい

たします。 

 

○白石総務部長 今回提案しております議案

の概要につきまして御説明申し上げます。 

 まず、令和３年度９月補正予算につきまし

て、新型コロナウイルス感染症や令和３年５

月から８月にかけての豪雨災害への対応等に

係る予算として、268億円余を計上しており

ます。 

 これに、今回併せて報告いたします令和３

年度８月補正予算の専決処分３件及び24日に

議決いただきました９月補正予算追加提案分

を含めますと、補正後の予算規模は9,838億

円余となります。 

 このほか、条例改正などにつきましても、

併せて御提案、御報告を申し上げておりま

す。 

 この後、予算関係議案の総括的な説明につ

きましては財政課長から、また、予算の詳細

な内容及び条例等議案につきましては各課長

からそれぞれ御説明申し上げますので、よろ

しくお願い申し上げます。 

 

○緒方勇二委員長 次に、財政課長から今回

の補正予算の概要等について説明をお願いし

ます。 

 

○梅川財政課長 財政課でございます。 

 総務常任委員会説明資料の１ページをお願

いいたします。 

 まず、上段の８月補正予算は、新型コロナ

ウイルス感染症への対応として８月２日に専

決させていただいたもので、議案第２号でご

ざいます。 

 内容は、(1)感染症の拡大防止として、ワ

クチン接種体制支援事業49億円、入院医療機

関設備整備事業19億円、医療・検査等体制整

備事業１億1,100万円でございます。 

(2)県民生活、県経済への影響の最小化等

として、営業時間短縮要請協力金事業81億 

7,300万円、ＩＣＴを活用した働き方改革等

推進事業２億9,500万円でございます。 

次に、下段の８月補正予算２は、新型コロ

ナウイルス感染症への対応として８月10日に

専決させていただいたもので、議案第３号で

ございます。 

内容は、(1)県民生活、県経済への影響の

最小化として、まん延防止等重点措置の適用

を踏まえまして、営業時間短縮要請協力金事

業60億2,000万円、事業継続・再開支援一時

金事業５億3,800万円でございます。 

２ページをお願いいたします。 

８月補正予算３は、新型コロナウイルス感

染症への対応として８月20日に専決させてい

ただいたもので、議案第４号でございます。 

内容は、(1)県民生活、県経済への影響の

最小化として、まん延防止等重点措置の適用

期間延長を踏まえまして、営業時間短縮要請

協力金事業55億5,500万円、生活福祉資金貸

付事業20億5,400万円、事業継続・再開支援

一時金事業４億9,300万円、生活困窮者自立

支援金2,700万円でございます。 
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３ページをお願いいたします。 

令和３年度９月補正予算は、今定例会の冒

頭に提案しているもので、議案第１号でござ

います。 

内容は、まず(1)新型コロナウイルス感染

症への対応として、183億7,100万円を計上し

ております。主な事業は、感染症患者等入院

病床確保事業129億5,400万円、中小企業金融

総合支援事業33億3,700万円、野菜価格安定

対策事業３億7,200万円でございます。 

なお、資料には記載しておりませんが、後

ほど各課の予算説明の際に各種県有施設や庁

舎などの感染防止対策が出てまいります。こ

れは、全庁的に感染防止対策を再点検いたし

まして、非接触型の体温計の設置や手洗い場

の自動水栓化などにつきまして、今回の９月

補正で予算化をお願いするものでございま

す。 

次に、(2)令和２年７月豪雨災害からの復

旧、復興として、９億2,100万円を計上して

おります。主な事業は、単県河川等災害関連

事業費３億6,900万円、強い農業・担い手づ

くり総合支援交付金３億円、市町村災害復旧

受託事業２億3,100万円でございます。 

次に、(3)令和３年５月から８月の梅雨前

線豪雨等からの復旧として、63億7,300万円

を計上しております。主な事業は、現年発生

河川等補助災害復旧費34億2,300万円、現年

林道災害復旧事業６億8,300万円、団体営農

地等災害復旧事業費６億600万円でございま

す。 

８月補正予算３件と24日に議決いただきま

した９月補正の追加提案分、それに９月補正

予算冒頭提案分を合わせますと、合計693億

8,400万円となり、補正後の予算規模は9,838

億8,400万円となります。 

 ４ページをお願いいたします。 

 参考１として、感染症対応に係る予算の累

計額を、また、参考２として、令和２年７月

豪雨災害対応に係る予算の累計額をそれぞれ

記載しております。 

 ５ページをお願いいたします。 

 ５ページと６ページが歳入予算の内訳でご

ざいます。 

 主に、６ページの９、国庫支出金や14、諸

収入、15、県債などを活用しておりますほ

か、９月補正における所要の一般財源につき

ましては、13、繰越金を活用しております。 

 おめくりいただきまして、７ページと８ペ

ージが歳出予算の内訳でございます。一番右

の補正額の説明欄に主な事業を記載しており

ます。 

 補正予算の概要等につきましては以上でご

ざいます。御審議のほどよろしくお願い申し

上げます。 

 

○緒方勇二委員長 引き続き、担当課長から

議案等について説明をお願いします。 

 

○浦田くまモングループ課長 くまモングル

ープでございます。 

 説明資料の10ページをお願いいたします。 

 補正予算についてでございます。 

 商業総務費の右側説明欄をお願いします。 

 物産振興費のうち、くまモンスクエア管理

運営事業につきまして、76万3,000円の増額

補正を計上しております。 

 これは、県有施設でありますくまモンスク

エアにおける新型コロナウイルス感染症防止

対策を強化するために、空気清浄機や飛沫感

染防止アクリル板等を設置するものでござい

ます。 

 くまモングループは以上でございます。よ

ろしくお願いいたします。 

 

○鍬本県政情報文書課長 県政情報文書課で

ございます。 

 資料12ページをお願いいたします。上の表

を御覧ください。 

 文書費につきまして、36万円余の増額をお
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願いしております。 

 これは、県庁舎地下２階にあります歴史公

文書等の閲覧及び作業スペースにおいて、新

型コロナウイルス感染症防止対策といたしま

して、地方創生臨時交付金を活用して空気清

浄機を設置する経費でございます。 

 説明は以上でございます。よろしくお願い

いたします。 

 

○永松財産経営課長 財産経営課でございま

す。 

 同じく、12ページの下の表をお願いしま

す。 

 補正予算として、財産管理費8,046万円余

の増額をお願いしております。 

 右側説明欄を御覧ください。 

 コロナ対策として、上段の庁舎管理費は、

県庁舎に顔認証カメラ搭載非接触式検温器等

の配備に要する経費、175万円余でございま

す。 

 下段の地域振興局等庁舎管理費は、検温器

の配備に加え、トイレ手洗い場の自動水栓化

や多目的トイレの自動ドア化など、感染防止

対策の徹底を図ることに要する経費、7,871

万円余でございます。 

 財産経営課は以上でございます。よろしく

お願いいたします。 

 

○橋本私学振興課長 私学振興課でございま

す。 

 説明資料13ページの上段をお願いします。 

 私学振興費について、コロナ対策分として

5,680万円余の増額をお願いしております。 

 これは、私立学校ＩＣＴ教育環境整備推進

事業としまして、各学校が行う校内のインタ

ーネット環境の整備や生徒の学習用端末の整

備に対して助成を行うものでございます。 

 説明は以上でございます。 

 

○佐﨑消防保安課長 消防保安課でございま

す。 

 同じく、13ページの下段をお願いします。 

 消防指導費で、補正額1,025万円余の増額

をお願いしております。 

 右側の説明欄をお願いします。 

 消防学校管理運営費につきまして、消防学

校における新型コロナ感染症防止対策としま

して、本館及び寄宿舎等の手洗いやトイレ小

便器の自動水栓化、それから、和式トイレの

洋式化工事を行うものでございます。全部で

48か所の改修工事を行います。 

 説明は以上でございます。よろしくお願い

します。 

 

○久保田税務課長 税務課でございます。 

 資料の14ページをお願いいたします。 

 税務総務費として360万円余を計上してお

ります。 

 右側説明欄を御覧ください。 

 自動車税事務所におけます新型コロナウイ

ルス感染症防止対策として、トイレの手洗い

場や小便器の自動水栓化等の改修に要する経

費でございます。 

 税務課は以上でございます。御審議のほど

よろしくお願いいたします。 

 

○梅川財政課長 財政課でございます。 

 資料22ページをお願いいたします。 

 議案第５号、熊本県手数料条例の一部を改

正する条例の制定についてでございます。 

 24ページの条例(案)の概要で説明させてい

ただきます。 

 まず、１の条例改正の趣旨ですが、家畜検

査手数料等の徴収方法の見直しに伴い、手数

料の規定を整備するものでございます。 

 次に、２の主な改正内容でございます。 

 (1)牛海綿状脳症以外の検査手数料の徴収

方法の見直しに伴う牛海綿状脳症検査手数料

の新設、(2)ヨーネ病の検査手数料の納付時

期の見直しを行うものでございます。 
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 家畜検査手数料は、これまで全て収入証紙

により徴収しておりましたが、農家の利便性

向上と適切な会計処理の両立を図るため、現

金納付または納入通知書により後納ができる

ように改正するものでございます。また、

(3)所要の規定の整理を行うものでございま

す。 

 次に、３の施行期日でございます。 

 (1)牛海綿状脳症検査手数料の新設及び(2)

ヨーネ病の検査手数料の納付時期の見直しに

ついては、令和４年４月１日、(3)所要の規

定の整理は、公布の日としております。 

 最後に、４のその他でございます。 

 施行期日前の申請に対する手数料の徴収方

法について、経過措置を定めますとともに、

今回の手数料条例の改正に合わせまして、熊

本県収入証紙条例の関係規定を整理するもの

でございます。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

 

○鍬本県政情報文書課長 県政情報文書課で

ございます。 

 資料25ページをお願いいたします。 

 第６号議案、熊本県個人情報保護条例の一

部を改正する条例の制定についてでございま

す。 

 説明は、26ページの条例(案)の概要でさせ

ていただきます。 

 １の条例改正の趣旨ですが、統計法及び行

政手続における特定の個人を識別するための

番号の利用等に関する法律の一部改正に伴

い、関係規定を整理するものでございます。 

 ２の主な改正内容ですが、(1)、(2)ともに

法の一部改正に伴い条項ずれ等が生じている

ことにより、規定の整理を行うものでござい

ます。 

 ３の施行期日につきましては、(1)の統計

法関係は改正法の施行の日、(2)の番号の利

用等に関する法律関係は公布の日としており

ます。 

 説明は以上でございます。 

 続きまして、熊本県立大学の関連で２件報

告をさせていただきます。 

 説明資料29ページをお願いいたします。 

 報告第４号、公立大学法人熊本県立大学の

経営状況を説明する書類の提出についてでご

ざいます。 

 別冊の資料により説明をさせていただきま

す。表紙に令和３年９月、公立大学法人熊本

県立大学の経営状況を説明する書類と記載さ

れているものをお願いいたします。 

 １ページをお願いいたします。 

 １ページから２ページは、法人の役員及び

審議機関、学生数などの大学の概要及び組織

図でございますので、説明は省略をさせてい

ただきます。 

 ３ページをお願いいたします。 

 令和２年度の事業報告でございます。 

 教育の質の向上やグローバル化の推進、地

域に貢献する教育研究の推進に係る代表的な

取組について記載しておりますが、事業の内

容につきましては、この後の報告第34号でも

説明いたしますので、ここでの説明は省略を

させていただきます。 

 財務状況につきましては、経常費用が25億

2,000万円余、また、経常収益については25

億5,000万円余となっており、当期総利益 

3,400万円余を確保しております。 

 なお、財務状況につきましては、４ページ

から５ページに令和２年度の財務諸表を掲載

しております。 

 続きまして、６ページをお願いいたしま

す。 

 令和３年度の事業計画でございます。 

 令和３年度は、主に３つの重点項目に取り

組みます。１つ目が、(1)国際的な視野と認

識を高める教育研究の推進、２つ目が、(2)

地域との幅広い協働を確立する教育研究の推

進、３つ目が、(3)社会や時代の状況を踏ま
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えた対応、これは新型コロナウイルス感染症

の感染拡大防止等の対応となりますが、これ

らの取組を推進していきます。 

 続いて、７ページをお願いいたします。 

 令和３年度の収支予算書でございます。 

 令和３年度は、収入が授業料や県からの運

営費交付金等により26億6,000万円余、支出

が教育研究経費等により収入と同額の26億 

6,000万円余を見込んでおります。 

 県立大学の経営状況の説明は以上でござい

ます。 

 続きまして、委員会説明資料のほうにお戻

りをいただきまして、38ページをお願いいた

します。 

 報告第34号、公立大学法人熊本県立大学の

令和２年度に係る業務の実績に関する評価に

ついてでございます。 

 これは、地方独立行政法人法の規定によ

り、熊本県公立大学法人評価委員会が行った

令和２年度の業務実績に関する評価を報告す

るものでございます。 

 こちらも、別冊の資料で説明をさせていた

だきます。表紙に、令和２年度公立大学法人

熊本県立大学業務実績評価書と記載している

ものをお願いいたします。 

 １ページをまずお願いいたします。 

 全体評価ですが、冒頭の段落に記載されて

おりますとおり、令和２年度は、第３期中期

目標期間の３年目として、新型コロナウイル

スの感染拡大の影響を受けながらも、中期目

標の重点項目の達成に向けて着実な取組が進

められたと総括されています。 

 次に、分野ごとの主な取組とその評価につ

いて御説明いたします。 

 まず、(1)の教育研究等の質の向上に関す

る目標についてです。 

 ①の教育面では、大学院の入試について、

オンラインの活用などによるＰＲは展開され

ているものの、入学者数の改善には至ってお

らず、引き続き課題となっていることが指摘

されています。 

 評価されている点といたしましては、大学

院生を対象とした高度グローバル人材育成に

ついて、国際協力枠の社会人特別選抜で初め

て２名の合格者が誕生したこと、管理栄養士

国家試験の合格率が九州内では100％に達し

た大学がない中で、３番目に高い実績を上げ

たこと、さらに、学生支援として、修学支援

法による授業料減免等の手続が年間を通して

滞りなく行われたことなどが挙げられていま

す。 

 続いて、２ページをお願いいたします。 

 ②の研究面では、令和２年７月豪雨の被災

地域の課題解決や復興につながる契機となる

事業を創設し取組を進めたこと、科学研究費

補助金への教員の応募率が８年連続で100％

を達成したことなどが評価されております。 

 ③の地域貢献の面では、地域連携の視点

で、大学の研究シーズを紹介するウェブサイ

トを立ち上げたことなどが評価されておりま

すが、④の国際交流の面では、新型コロナウ

イルスの感染拡大の影響により、学生の出国

を伴う事業が実施できないなど、今後の海外

留学や研修の在り方等について、さらなる工

夫や検討が求められるとの課題が指摘されて

います。 

 (2)の業務運営の改善、効率化に関する目

標については、新型コロナウイルス感染拡大

の中で適切な大学運営が図られたこと、ま

た、令和２年７月豪雨からの復興、再生を支

援する取組の一環として、緑の流域治水研究

室の設置を決定したことなどが評価されてお

ります。 

 ３ページをお願いいたします。 

 (3)の財務内容の改善や(4)の自己点検・評

価及び情報提供、さらに(5)のその他業務運

営に関する目標については、新型コロナウイ

ルスに関する情報発信や事業継続対応を徹底

した点などが評価されております。 

 全体としては、年度計画に掲げた50項目に
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ついて、47項目は年度計画を順調に実施と法

人が自己評価しているとおり、着実に成果を

上げたと評価をされております。 

 以上のほか、４ページには、法人の自己評

価と評価委員会評価の概要、次の５ページ以

降には項目別の評価が記載されております

が、詳しい説明は省略をさせていただきま

す。 

 報告第34号については以上でございます。

よろしくお願いいたします。 

 

○城内人事課長 人事課でございます。 

 委員会説明資料にお戻りいただき、34ペー

ジをお願いいたします。 

 報告第32号、熊本県における事務の的確・

適正な執行の確保に関する評価報告書の提出

についてでございます。 

 まず初めに、本制度の概要について簡単に

御説明いたします。 

 地方自治法の改正により、都道府県知事

は、担任する事務の管理及び執行が法令に適

合し適正に行われていることを確保するため

の方針を定め、必要な体制を整備することと

なりました。 

 本県も令和２年度から制度を導入し、各所

属における自律的なチェック機能の強化等を

図り、不備の発生を未然に防止し、また、不

備発生時においても、適時適切に対応するこ

とを通じて事務処理の適正性を確保し、県民

の県政への信頼を高めることを目指して取組

を実施しております。 

 この制度は、実施の翌年度に評価を行うこ

ととされ、評価報告書を作成し、監査委員の

審査に付した上で議会に報告する必要があ

り、今年度は、令和２年度の状況について評

価を実施いたしました。 

 評価は、対象年度中の重大な不備の有無に

より行うこととされており、発生した不備の

重大性について確認を行うこととなります。 

 重大な不備の定義につきましては、不備の

うち、事務の管理及び執行が法令に適合して

いない、または適正に行われていないことに

より、地方公共団体、住民に対し、経済的、

社会的な不利益を生じさせる蓋然性の高いも

の、もしくは実際に生じさせたものとされて

おり、本制度における説明責任を果たす観点

から、評価報告書に記載する必要がございま

す。 

 それでは、評価結果及び監査委員の審査結

果について御説明いたします。 

 別冊の資料としております令和２年度熊本

県における事務の的確・適正な執行の確保に

関する評価報告書をお願いいたします。 

 １ページを御覧ください。 

 令和２年度における評価報告書でございま

す。 

 ３の評価結果でございますが、評価対象期

間中、運用の重大な不備を把握したため、熊

本県における本制度は、評価対象期間におい

て有効に運用されていないと判断いたしまし

た。 

 ２ページをお願いいたします。 

 把握した重大な不備について、２項目ござ

います。 

 １点目は、県が実施した公共工事につい

て、土壌汚染対策法に基づく届出を実施して

いない事案が過去３年間において162件発生

したものでございます。 

 関係部局における当該規定の周知徹底が十

分でなかったことにより生じたもので、法令

遵守の不徹底という点において、本県の社会

的信用を毀損する影響度の高いものと判断い

たしました。 

 ２点目は、個人情報の流出事案が対象年度

中に４件発生したものでございます。 

 情報の流出という特性上、事後の対処が極

めて困難であることから、県民に対し大きな

経済的、社会的不利益を生じさせ得るもので

あり、本県の社会的信用を毀損させる影響度

の高いものと判断いたしました。 
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 いずれも是正措置として、マニュアルの見

直しやチェック体制の強化などの措置を講

じ、再発の防止の徹底を図っているところで

あり、引き続き的確、適正な事務の執行に取

り組んでまいります。 

 次に３ページをお願いいたします。 

 本報告書に係る監査委員の審査意見書でご

ざいます。 

 おめくりいただき、５ページの４、審査結

果を御覧ください。 

 審査の結果、本評価報告書について一部御

指摘をいただきました。 

 指摘事項の内容は、職員への制度の周知不

足を原因とするリスク発生報告書の提出漏れ

や遅れが一部の所属で発生しており、改めて

職員に対し制度の周知を行い、併せて制度の

意義を浸透させ、より効果的な制度となるよ

うに取り組むという内容でございました。 

 指摘事項を踏まえまして、改めて全体会議

の場など様々な機会を捉えて周知徹底を行

い、本制度の浸透に努めるとともに、事務の

適正な執行の確保に向け、引き続き取り組ん

でまいります。 

 説明は以上でございます。よろしくお願い

いたします。 

 

○梅川財政課長 

 財政課でございます。 

 委員会説明資料にお戻りいただきまして、

35ページをお願いいたします。 

 令和２年度決算に基づく熊本県の財政の健

全化判断比率及び公営企業の資金不足比率の

報告についてでございます。 

 別冊の資料もございますが、説明は次の36

ページの概要資料でさせていただきます。 

 １の趣旨にありますとおり、地方公共団体

の財政の健全化に関する法律に基づき、令和

２年度決算に基づく本県の財政の健全化判断

比率等について、監査委員の意見を付して報

告するものでございます。 

 ２の表におきまして、４つの健全化判断比

率を示しておりますが、いずれも早期健全化

基準等には該当しておりません。 

 まず、①の実質赤字比率と②の連結実質赤

字比率ですが、本県では赤字が生じている会

計はございませんので該当はありません。 

③の実質公債費比率は、算定の結果7.7％

となりました。通常県債残高に係る元利償還

金の減少や熊本地震関連の県債の償還が本格

化していないことなどの要因により、前年度

と比べ0.8ポイント低下しております。 

④の将来負担比率は、算定の結果、210.9

％となりました。熊本地震関連及び令和２年

７月豪雨関連の県債残高が増となったことや

熊本地震復興基金などの将来負担額に充当可

能な基金の取崩しが進んだことなどの要因に

より、前年度と比べ5.3ポイント上昇してお

ります。 

 ３の資金不足比率につきましては、資金不

足が生じている公営企業会計はありませんの

で該当はございません。 

 37ページをお願いいたします。 

 ４の監査委員による審査の結果及び意見で

ございます。 

 監査委員からは、いずれの比率も正確に算

定、作成されており、今後とも新しいくまも

と創造に向けた基本方針を実現するために必

要となる財源の確保等に努めるとともに、引

き続き財政健全化に取り組むようにとの御意

見をいただいております。 

 説明は以上でございます。よろしくお願い

いたします。 

 

○緒方勇二委員長 以上で執行部の説明が終

わりましたので、議案等について質疑を受け

たいと思います。 

 なお、質疑は、該当する資料のページ番

号、担当課と事業名を述べてからお願いしま

す。 

 また、質疑を受けた課は、課名を言って、
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着座のままで説明をしてください。 

 それでは、質疑はありませんか。 

 

○岩下栄一委員 令和３年度８月補正予算の

中で、コロナの接種体制の支援事業とありま

すけれども、グランメッセの、接種、実績と

いうか、順調にいっているんですか。接種実

績。 

 

○梅川財政課長 ８月補正予算に加えまし

て、去る24日に議決いただきました追加提案

分の補正予算の際にも説明させていただいて

おりますが、現在、グランメッセ、当初は７

万人の接種を目標に実施しておりましたけれ

ども、追加提案分で議決いただきました予算

を含めまして、11月までに10万人の接種を達

成できるように取り組んでいるところでござ

います。 

 

○岩下栄一委員 それでも、なおかつ接種し

ないという人もたくさんいるんですね。これ

はもう健康福祉部の話か。せっかくグランメ

ッセを開放してやっているから、より多くの

県民の皆さんが接種を受ければいいと思いま

すけれども。特に後はございません。 

 

○緒方勇二委員長 ほかに質疑ございません

か。 

 

○ 田大造委員 １ページと２ページに、新

型コロナウイルス関連で、営業時間短縮要請

協力金事業が何度か行われているんですけれ

ども、この執行というのはどの程度できてい

るのか教えてください。 

 

○梅川財政課長 財政課でございます。 

 今年の７月以降、第５波の到来に伴います

営業時間短縮要請を随時行ってきておりま

す。現在、商工労働部のほうで協力金の申請

受付や支払い事務を実施しておりますが、私

が今手元で分かる範囲でお答えさせていただ

きたいと思います。 

 まず、第５波の分といたしまして、早期一

部支給ということで、前払いの仕組みを設け

ております。これにつきましては、申請が 

2,370件ございまして、100％支払い済み、処

理完了でございます。 

 それから、その後、県下全域に時短要請が

及んだ際に、一部分割申請を可能としており

ます。９月12日までの時短要請分につきまし

て、９月13日から10月15日までということで

受付をしておりまして、これはまだ受付期間

中ですので数字は動いていくと思いますが、

９月27日現在で申請件数が2,641件、支払い

まで終了した件数が575件というふうに承知

しております。 

 以上でございます。 

 

○ 田大造委員 いろんな事業者さんから、

要望とかも県にも私のところにも来たんです

けれども、本当現場は大変だと思うんですけ

れども、しっかりお願いします。十分期待に

応えているなという感想を持ちました。よろ

しくお願いします。 

 

○緒方勇二委員長 ほかに質疑ございません

か。 

 

○髙野洋介委員 県立大学についてお尋ねし

たいと思うんですけれども、今、コロナの中

で、多分恐らく授業もリモート授業であった

り、また、大学生のほうも、なかなかアルバ

イトができずに御苦労されているというふう

に伺っております。 

 その際、学校の中で、そういうサポート体

制というか、多分今の１年生、２年生あたり

はほとんど学校に来てない人たちもいらっし

ゃる、また、学費も払えない、生活費もない

という中で、どういった学生に対するサポー

ト体制を取っていらっしゃるのかなというの
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をお尋ねしたいと思います。 

 

○鍬本県政情報文書課長 県政情報文書課で

ございます。 

 今コロナ禍の中で、大変学生のいわゆる孤

立化であるとか、あとやっぱり経済的に困窮

しているという状況、これはほかの大学だけ

でなく、熊本県立大学でも同じような状況と

いうふうに聞いております。 

 こうした中で、県立大学におきましては、

保健センターというところで、保健師とか、

あとカウンセラーが常駐をしておりまして、

そこで、心身の健康管理だけでなくて、就学

上、まあ学習面であるとか生活上の悩み、こ

ういったことに関しての相談業務を行ってお

ります。 

 この体制も、昨年度から、ちょっとカウン

セラーの勤務日数を増やしたりとか、あとは

遠隔で相談を受け付けたりとかという形で体

制の強化を図っておられるというふうに聞い

ております。 

 こういった形で、いわゆる相談体制を強化

する中で、学生の実情に応じた、学生に寄り

添った対応を行われているというところで聞

いているところでございます。 

 

○髙野洋介委員 なぜこういう話をしたかと

いうと、昨日のニュースで、私立大学が定員

割れが大変多くなったということのニュース

もありました。今から恐らく学生の取り合い

になってくると思います。 

 できれば定員をきちんと満たすような環境

をつくらなければいけないと思いますが、そ

の際、やっぱり今から、多分大学を運営する

中で、サービス合戦とか、どこまで学生に寄

り添った形で４年間、ないしそれプラスアル

ファを過ごせるかという環境づくりが非常に

大切だろうというふうに思っています。 

 ですので、せっかく県立大学は県庁とも身

近なところで、いろんな情報の中で、例えば

奨学金の話だとか、いろんな給付金の話と

か、そういうのも直にやり取りができるわけ

ですので、そこら辺のある程度手厚い環境と

いうのを県立大学にはぜひ取ってもらって、

やっぱりみんなが安心して通える大学をぜひ

つくっていただきますように、これ要望して

おきます。 

 以上です。 

 

○鍬本県政情報文書課長 ありがとうござい

ます。 

 

○緒方勇二委員長 ほかに質疑ございません

か。 

 

○岩下栄一委員 今の髙野先生の御意見に賛

成しますし、また、関連質問ですけれども、

県立大学は、グローバルとローカルでグロー

カリズムという一つのコンセプトを持って、

アジアからの大いに受入れを目指したんです

ね。 

 そういう中で、今先生が御心配されたよう

な状況であることは私も存じ上げております

けれども、今何人ぐらいのアジアの人たちが

大学で学んでおりますかね。 

 

○鍬本県政情報文書課長 県政情報文書課で

ございます。 

 今現在、いわゆる海外からの留学生でござ

いますけれども、全体で15名ほど受入れを行

っているというふうに聞いています。 

 その中で、ほとんどが実はアジアからでご

ざいますけれども、一番多いのが、中国から

が７名、それから、韓国とインドネシアから

それぞれ２名ずつ、そして、そのほかは、タ

イ、ベトナム、ガーナ、ミャンマーと、これ

らが１人ずつということで、計15名の受入れ

を行っているということで聞いております。 

 

○岩下栄一委員 母国に帰れないわけです
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ね、みんな、今は。 

 

○鍬本県政情報文書課長 なかなかこれは、

入国、それから出国の制限等がございますの

で、これらの方については、引き続きこちら

の日本のほうで学んでおられるというふうに

聞いておりますけれども、ただ、最近、徐々

にその辺りの入出国の制限というのが緩和を

されているというふうに聞いております。 

 実際にこちらから海外に行く分につきまし

ても、８月に韓国あるいはアメリカのほうに

県立大学の学生が出国をしたということも聞

いておりますし、また、海外からも入国がで

きる環境が徐々にできつつあるというような

ことも聞いておりますので、そこは状況に応

じてまた交流等が出てくるものと思っており

ます。 

 

○岩下栄一委員 出国するほうはアメリカが

多いわけでしょう、出国は。留学は。 

 

○鍬本県政情報文書課長 これは県立大学と

海外の大学との学生の交流の協定を結んでい

るところが幾つかありまして、それに基づく

交流を行っているのが韓国とそれからアメリ

カ、アメリカについてはモンタナ州立大学で

ございますけれども、そことの交流というの

が実際行われているということでございま

す。 

 

○岩下栄一委員 分かりました。 

 もう１つ、管理栄養士の問題は前も取り上

げたことがありますけれども、九州では、北

九州の九州栄養福祉大学と中村学園あたりが

ほぼ100％近い合格率、県立大学はしばし遅

れをとったんですね。まあ、ほぼ100％に近

い合格を出していると言われているけれど

も。管理栄養士のほかに、いろんな資格試験

の県立大学の合格者はどんな現状ですか。 

 

○鍬本県政情報文書課長 今、国家試験につ

いてのちょっとお尋ねがございましたけれど

も、管理栄養士につきましては、今申し上げ

たとおりの100％に近いというところで実績

を上げておりますけれども。それ以外の国家

試験につきましては、今ちょっと手元にデー

タがございませんので、そこはちょっとこち

らのほうで確認をさせていただいて、またよ

ろしいでしょうか。 

 

○緒方勇二委員長 後ほどお知らせしてくだ

さい、各委員の先生に。 

 

○鍬本県政情報文書課 はい。申し訳ござい

ません。 

 

○緒方勇二委員長 よろしいですか。 

 

○岩下栄一委員 まだいろいろあるけれど

も、もういいです。 

 

○緒方勇二委員長 ほかに質疑ございません

か。 

 

○松野明美委員 私も関連で県立大学につき

ましてお尋ねしますけれども、私の息子のほ

うも県内の――県立大学ではないんですが、

大学生として、現在コロナ禍で夏休みが終わ

りましていよいよ授業が始まるんですが、ほ

とんど週１回ぐらい大学のほうに登校して、

ほとんど後はオンライン授業ということなん

ですけれども、そのオンライン授業、これは

総務委員会かどうか分からないんですが、オ

ンライン授業でちょっとパソコンの中の先生

を私もパッと見ましたときに、非常に、何で

しょうか、身だしなみが、気が緩んでいらっ

しゃるのかよく分からないんですが、授業と

してはどうなのかなというような感じをちょ

っと受けました。 

 そういうところの、まあオンラインですか
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ら、ちょっと気が緩んでいるのかなとは思う

んですが、やはり生徒は一生懸命聞いている

というところで、その気の引締めというの

も、普通の授業と同じような感じでやってい

ただければなというような感想をちょっと持

ったものですから、ちょっと発言させていた

だきました。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○緒方勇二委員長 答えはいいんですね。 

 

○松野明美委員 もしよかったら。何かあり

ましたら。 

 

○鍬本県政情報文書課長 今、オンライン授

業でのいわゆる身だしなみを含めて、その在

り方ということで御意見いただきましたの

で、ちょっと実際に私も生のそのオンライン

での状況はまだ見たことございませんので、

今回御意見いただいたことを大学のほうにも

伝えさせていただきたいと思います。 

 ありがとうございます。 

 

○緒方勇二委員長 ほかに質疑ございません

か。――なければ、以上で質疑を終了しま

す。 

 それでは、説明員の入替えを行いますの

で、ここで５分間休憩いたします。 

 再開は、10時55分といたします。 

午前10時50分休憩 

――――――――――――――― 

  午前10時55分開議 

○緒方勇二委員長 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 それでは、本委員会に付託された議案等を

議題とし、これについて審査を行いますが、

質疑については、執行部の説明を求めた後

に、一括して受けたいと思います。 

 なお、執行部の説明は、効率よく進めるた

めに、着座のまま簡潔にお願いします。 

 それでは、担当課長から議案等について順

次説明をお願いします。 

 

○津川企画課長 企画課でございます。 

 説明資料の16ページをお願いいたします。 

 諸費で46万円の増額をお願いしておりま

す。 

 右の説明欄を御覧ください。 

 これは、東京事務所における感染症拡大防

止対策に要する経費として計上させていただ

くものになります。 

 具体的には、銀座熊本館及び平河事務所に

来客者用の非接触式自動体温計などを設置す

るための経費となります。 

 以上、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

○小川地域振興課長 地域振興課でございま

す。 

 同じく、説明資料の16ページをお願いいた

します。 

 まず、計画調査費ですが、コロナ対策分と

して2,000万円の増額をお願いしておりま

す。 

 移住定住促進事業につきましては、都市部

の若年層をターゲットにプロモーションを行

うなど、都市部から本県への移住、定住の促

進に要する経費でございます。 

 続きまして、企画施設災害復旧費の470万

円につきましては、本年８月の大雨により万

日山緑地公園で発生をしましたのり面崩壊等

の災害復旧に要する経費でございます。 

 以上です。御審議のほどよろしくお願いい

たします。 

 

○沖文化企画・世界遺産推進課長 文化企

画・世界遺産推進課でございます。 

 説明資料の17ページをお願いいたします。 

 計画調査費につきまして、956万円余の増

額をお願いしております。いずれもコロナ対
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策分になります。 

 説明欄の１の(1)、博物学関係資料収集等

事業は、博物館ネットワークセンターに非接

触式自動体温計の設置などを行うものです。

(2)の熊本どこでもミュージアム事業は、イ

ンターネットで誰でも、どこからでも利用で

きる学習コンテンツの動画作成などを行うも

のです。 

 ２の県立劇場費につきましては、感染拡大

防止対策として、客席などに抗ウイルスコー

ティングの塗布を行うものであります。 

 以上、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

○清田交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 説明資料の18ページをお願いいたします。 

 計画調査費で、コロナ対策分として1,800

万円余を増額計上しております。 

 右の説明欄を御覧ください。 

 まず、交通整備促進費でございます。 

 地方公共交通バス対策事業といたしまし

て、県内路線バスにおけるキャッシュレス決

済機能強化に向けた取組への助成として300

万円余をお願いしております。 

 次に、空港整備促進費でございます。 

 阿蘇くまもと空港国内線対策事業といたし

まして、今年７月に就航した熊本静岡線の路

線振興に要する経費として1,500万円をお願

いしております。 

 以上、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

○臼井情報政策課長 情報政策課でございま

す。 

 説明資料の19ページをお願いいたします。 

 こちら、債務負担行為の設定変更でござい

ますが、情報処理関連業務として、補正前限

度額が5,800万円余、補正後限度額が６億 

4,000万円余で、５億8,000万円余の増額を行

うものです。 

 これは、県庁、各広域本部、地域振興局、

出先機関、県立高校等を高速通信回線で接続

した熊本県総合行政ネットワークの安定的な

継続運用を図るため、令和４年度から３年間

の回線借り上げに要する費用について、債務

負担行為の設定変更をお願いするものでござ

います。 

 続きまして、20ページ、８月２日に専決さ

せていただきました予算の御報告になりま

す。 

 人事管理費で２億9,400万円余の増額を計

上しております。 

 右の説明欄を御覧ください。 

 情報管理運営費、コロナ対策分のＩＣＴを

活用した働き方改革等推進事業でございま

す。 

 これは、デジタル社会への対応を見据えた

コロナ禍における職場環境の整備に要する経

費でございます。これにより、ペーパーレス

打合せやオンライン会議、モバイルワーク

等、柔軟で効率的な働き方を推進してまいり

ます。 

 続いて、21ページをお願いいたします。 

 この専決による補正予算に伴う債務負担行

為の設定変更でございますが、限度額5,800

万円余の増額を行ったものでございます。 

 これは、先ほど御説明した働き方改革の一

環で、必要な回線借り上げを行うため、債務

負担行為の設定変更をしたものでございま

す。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、そのまま、すみません、条例

改正のほうの御説明に移らせていただきま

す。 

 説明資料の27ページをお願いいたします。 

 議案第７号、熊本県行政手続における特定

の個人を識別するための番号の利用等に関す

る法律に基づく個人番号の利用、特定個人情

報の提供等に関する条例の一部を改正する条
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例の制定についてでございます。 

 28ページの概要を御覧ください。 

 条例改正の趣旨でございますけれども、今

年度、行政手続における特定の個人を識別す

るための番号の利用等に関する法律、いわゆ

るマイナンバー法の一部改正に伴い、関係規

定の整理をするものでございます。 

 主な改正内容としましては、法律の一部改

正に伴う条項ずれを補正するものでございま

す。 

 施行期日は、公布の日からとしています。 

 情報政策課からは以上でございます。御審

議よろしくお願いします。 

 

○沖文化企画・世界遺産推進課長 文化企

画・世界遺産推進課でございます。 

 公益財団法人熊本県立劇場の経営状況につ

いて御報告申し上げます。 

 説明資料の30ページ、報告第５号でござい

ますが、お手元の別冊、公益財団法人熊本県

立劇場の経営状況を説明する書類により御報

告申し上げます。 

 書類の１ページをお開きください。 

 事業報告でございます。 

 財団法人熊本県立劇場は、昭和57年に本県

の芸術文化の振興のために設立されました。

 平成24年度からは、公益財団法人に移行し

ております。令和元年度から、県立劇場の第

４期の指定管理者の指定を受け、県民の文化

振興に取り組んでおります。 

 まず、令和２年度決算の概要につきまし

て、２ページの収支決算の状況をお願いいた

します。 

 表の下から５行目になりますが、当期収入

合計が４億1,700万円余、次の行の支出合計

が４億1,000万円余となっており、その結

果、当期収支差額は712万円余の黒字となっ

ております。これに4,956万円余の前期繰越

収支差額を加えた次期繰越収支差額は5,669

万円余の黒字でありまして、財務の健全性は

保たれております。 

 続きまして、(1)の管理運営業務につきま

して、３ページの上の表をお願いいたしま

す。 

 県委託料総額は３億9,300万円余で、前年

比2,324万円余の減となっております。これ

は、新型コロナウイルス感染拡大や施設改修

工事に伴う休館によりまして、光熱水費等が

減少したためでございます。 

 (2)の使用料の収納業務についてですが、

表の右下の使用料総収入が対前年度比9,600

万円余の減となっております。これにつきま

しても、コロナの影響に伴う催事の中止や約

５か月間の工事休館に伴い、使用料収入が減

少したためでございます。 

 次に、(3)入場者数の推移及び主要施設の

利用率についてであります。 

 昨年度は、コロナの影響や改修工事に伴

い、県立劇場への入場者数は約７万人と、前

年度から大きく減少しております。主要施設

の利用状況についても、多くの催事が中止ま

たは延期され、例年の70％前後に比べ20％か

ら30％台にとどまっております。 

 次のページをお願いします。 

 文化事業でございます。 

 ４ページから５ページにかけまして、主な

事業を記載しております。 

 ①の芸術文化の創造拠点として取り組む事

業及び②の普及拠点として取り組む事業など

に取り組んでおります。 

 コロナ禍の中であってもオンラインや動画

配信を活用し、あるいは演奏家を派遣するな

どして新しい生活様式に対応した新たな取組

を実施し、県民の芸術文化の振興に努めてお

ります。 

 続きまして、６ページと７ページには、法

人の概要を記載しております。 

 また、８ページから22ページにかけまして

は、先ほど概要を説明いたしました令和２年

度決算に関する財務諸表を記載しておりま
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す。 

 以上が令和２年度の事業の概要及び決算の

状況でございます。 

 次に、23ページをお願いします。 

 令和３年度の事業計画でございます。 

 令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡

大に伴う新しい生活様式など、社会の変化等

に対応しながら、引き続き管理運営業務や24

ページの文化事業などに取り組み、本県の芸

術文化の振興を図ることとしております。 

 次の25ページから28ページにかけまして

は、令和３年度の予算書を記載しておりま

す。事業計画を実施するために適切な予算規

模となっております。 

 公益財団法人熊本県立劇場の経営状況の報

告は以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○清田交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 説明資料の31ページから33ページ、報告第

６号から第８号まで、交通政策課で所管して

おります第三セクター３社につきまして、そ

れぞれ別冊の経営状況を説明する書類により

説明させていただきます。 

 まず、報告第６号、天草エアライン株式会

社の経営状況でございます。 

 お手元の別冊、天草エアラインの経営状況

を説明する書類の１ページをお開きくださ

い。 

 まず、令和２年度の事業報告について御説

明いたします。 

 ２段落目以降に記載しておりますが、令和

２年度においても、安全運航を第一に、一昨

年度から開始した日本エアコミューターとの

整備業務の管理の受委託等により、安定運航

に努めたところです。 

 運航状況につきましては、就航率は90.8％

となりました。しかし、新型コロナの影響に

より、利用者数は２万4,028名と大きく減少

しております。 

 決算状況については総売上高が３億2,399

万円となり、前期を大きく下回りました。 

 一方、営業費用は航空機の整備費用の減少

などにより、10億8,605万円となりました。 

 経常利益は７億4,124万円の損失となりま

したが、これに機材整備費補助金等の特別利

益により、当期純利益は１億5,825万円とな

り、２年連続の損失を回避することができま

した。 

 ２ページ及び３ページにかけては、株式の

状況等の会社概要を本年７月１日現在で記載

しております。 

 ４ページを御覧ください。 

 令和２年度の収支決算書について御説明い

たします。 

 まず、営業収益の売上高３億2,399万円余

に対し、売上原価と販売費及び一般管理費を

差し引いた営業利益は、７億6,205万円余の

損失計上となりました。この営業利益に営業

外収益を加えた経常利益は、７億4,123万円

余の損失となりました。 

 これに、特別利益として、県、天草市、上

天草市及び苓北町からの安定運航継続のため

の機材整備補助金をはじめとする各種補助金

収入９億4,332万円余などを加え、税引き後

の当期純利益は１億5,825万円余となりまし

た。 

 ５ページ及び６ページにかけましては、貸

借対照表及び財産目録になります。 

 次に、７ページの令和３年度の事業計画に

ついて御説明いたします。 

 (1)事業方針ですが、令和３年度において

も、引き続き安全運航を第一に、定時性及び

利便性の確保、向上に努めてまいります。 

 今年度においても、新型コロナウイルス感

染症の影響により非常に厳しい経営状況です

が、県や地元自治体等の関係機関と連携し、

各種利用促進策を推進し、また、市場調査に

よってニーズを的確に把握し、新たな需要の
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創出を図り、収入減を最小化してまいりま

す。 

 また、大手２社とのコードシェアの実現な

ど、他社との協業の深化、拡大によって利便

性の向上を図ってまいります。 

 次に、(2)事業内容ですが、天草空港利用

促進協議会をはじめ、関係機関等と連携を図

りながら、ビジネス需要喚起などの利用促進

活動を行うこととしております。 

 ８ページを御覧ください。 

 令和３年度の収支予算書について御説明い

たします。 

 営業損益の部ですが、営業収益の売上高は

４億9,235万円余を見込んでおります。 

 一方、営業費用につきましては、売上原価

が13億1,893万円余、販売費及び一般管理費

が9,520万円余を見込んでおり、営業利益は

９億2,179万円の損失を見込んでおります。 

 これに安定運航継続のための機材整備補助

金などの特別利益を加味した税引き後の当期

純利益は、２億4,924万円余の損失を見込ん

でおります。 

 なお、この収支予算は、令和３年３月に会

社の取締役会で議決されたものですが、６月

の県議会の定例会において天草エアラインに

対する応援金を認めていただいたところであ

り、これらによりまして最終的な収支は改善

する見込みです。 

 県としましては、地域住民の重要な公共交

通として運航を維持するために、引き続き関

係機関と連携してしっかり支援してまいりま

す。 

 天草エアライン株式会社につきましては以

上でございます。 

 続きまして、次に、報告第７号豊肥本線高

速鉄道保有株式会社の経営状況について御説

明いたします。 

 別冊の経営状況を説明する書類を御覧くだ

さい。 

 １ページの事業報告をお願いいたします。 

 豊肥本線高速鉄道保有株式会社は、ＪＲ豊

肥本線の熊本駅から肥後大津駅間の電化を行

うため、平成９年11月に設立されました。 

 国からの補助金、県や沿線市町、ＪＲ九州

からの出資金及び銀行からの借入金を財源に

電化施設の整備等を行い、それらをＪＲ九州

に貸し付け、その使用料を会社の収入として

います。 

 令和２年度の売上高は、貸付けの使用料と

して前年度と同額の１億660万円で、投下資

金の回収は計画どおりとなっております。 

 当期純損益は1,568万円余となり、２年連

続の黒字決算となりました。 

 続いて、２ページから３ページにかけては

会社概要を記載しております。 

 ４ページをお願いいたします。 

 令和２年度の収支決算書について御説明い

たします。 

 まず、営業損益の部ですが、営業収益の売

上高１億660万円に対し、営業費用は、売上

原価が7,245万円余、販売費及び一般管理費

が1,811万円余であり、営業利益は1,603万円

余となりました。 

 次に、営業外損益の部ですが、営業外収益

として、受取利息などが322万円余で、経常

利益は1,926万円余となり、税引き後の当期

純利益は1,568万円余となりました。 

 ５ページは、貸借対照表となります。 

 ６ページをお願いいたします。 

 令和３年度の事業計画でございます。 

 引き続きＪＲ九州からの施設使用料収入に

よって収益を確保し、投下資本を回収してい

くこととしております。 

 ７ページをお願いいたします。 

 令和３年度の収支予算書について御説明い

たします。 

 営業損益の部でございますが、営業収益

は、施設使用料として１億660万円を見込ん

でおります。そこから営業費用である売上原

価及び販売費及び一般管理費を差し引いて、
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営業利益は3,354万円余を見込んでおりま

す。その結果、税引き後の当期純利益は 

2,845万円を見込んでおります。 

 豊肥本線高速鉄道保有株式会社につきまし

ては以上でございます。 

 最後に、報告第８号、肥薩おれんじ鉄道株

式会社の経営状況について御説明いたしま

す。 

 別冊の肥薩おれんじ鉄道株式会社の経営状

況を説明する書類を御覧ください。 

 １ページをお願いいたします。 

 令和２年度の事業報告について御説明いた

します。 

 ３段落目以降に記載しておりますが、平成

29年度に策定いたしました中期経営計画に基

づき、企画切符の販売促進、観光列車「おれ

んじ食堂」の利用促進等に取り組むなど、地

域との連携や収支改善のための取組の強化に

努めてまいりました。 

 しかしながら、沿線人口の減少等により利

用者数の増加には至らず、加えて、新型コロ

ナウイルス感染症の感染拡大に伴う沿線所在

の学校休校や外出自粛、さらには、令和２年

７月豪雨による約４か月に及ぶ一部区間にお

ける運休により、利用者数は大きく減少いた

しました。 

 その結果、営業収益は、受託工事収入が３

億200万円増となったものの、旅客運輸収入

が１億2,300万円減、鉄道線路使用料収入

が１億3,200万円減、旅行取扱収入が１億 

1,600万円減と軒並み減収となり、全体では

対前年比8,900万円減の15億2,400万円となっ

ております。 

 一方、営業費用は、受託工事原価及び人件

費が増加したものの、施設、設備の整備費用

や売上原価が減少したことにより、対前年比

9,900万円減の22億1,000万円となりました。 

 以上により、経常損益は６億6,700万円の

損失計上となり、熊本、鹿児島両県及び沿線

市町からの運行支援補助金やコロナ対策運行

維持確保応援金等の特別利益の受入れがあり

ましたが、豪雨災害損失等の特別損失９億 

400万円を計上したことにより、当期純損益

は１億1,700万円の損失計上となりました。 

 ２ページにつきましては、平成16年度から

の経営状況を参考に記載しております。 

 ３ページから４ページにつきましては、会

社の概要を記載しております。 

 ５ページをお願いいたします。 

 令和２年度の収支決算書について御説明い

たします。 

 営業損益の部ですが、営業収益の15億 

2,394万円余に対しまして、売上原価及び販

売費及び一般管理費等を差し引いた営業損失

は６億8,593万円余となりました。 

 この営業損失に営業外収益及び営業外費用

を加えた経常損失は６億6,712万円余、これ

に主に県等からの補助金やコロナ対策運行維

持確保応援金等の特別利益14億5,858万円余

を加え、一番下に記載しております税引き後

の当期純損失は１億1,659万円余となりまし

た。 

 ６ページにつきましては、貸借対照表にな

ります。 

 ７ページをお願いいたします。 

 令和３年度の事業計画について御説明いた

します。 

 事業方針について、２段落目に記載してお

りますが、次期の中期経営計画を策定するほ

か、引き続き安全運行確保のための施設、設

備の整備や要員の確保、育成、利便性の向上

や営業力の強化による収支の改善等に取り組

むこととしております。 

 具体的な事業内容としては、(1)から(5)ま

でありまして、施設、設備の計画的な整備、

安全運行を支える要員の確保、旅客運輸収入

の確保、企画、営業活動の強化、財産の有効

活用などに取り組むこととしております。 

 ８ページをお願いいたします。 

 令和３年度の収支予算書について御説明い
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たします。 

 収益の部ですが、営業収益は、旅客運輸収

入、鉄道線路使用料収入などで16億6,904万

円余を見込んでおります。 

 費用の部ですが、営業費用につきまして

は、21億6,505万円余を見込んでおり、営業

外損益を加えた経常利益は５億9,606万円の

損失を見込んでおります。 

 なお、主に県等からの補助金等による特別

利益６億9,686万円余が見込まれるため、当

期純利益として8,316万円余を見込んでおり

ます。 

 以上が肥薩おれんじ鉄道株式会社の経営状

況報告となります。 

 交通政策課の報告は以上でございます。御

審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○緒方勇二委員長 以上で執行部の説明が終

わりましたので、議案等について質疑を受け

たいと思います。 

 なお、質疑は、該当する資料のページ番

号、担当課と事業名を述べてからお願いしま

す。 

 また、質疑を受けた課は、課名を言って、

着座のままで説明をしてください。 

 それでは、質疑はありませんか。 

 

○岩下栄一委員 県劇ですけれども、コロナ

禍の中でそれなりに健闘されているなと、サ

クラマチの市の施設なんかに比べれば、あそ

こは大赤字ですけれども、それなりに健闘さ

れていると思うんですけれども、コロナも収

束に近づきながら、どんどん行事も増えつつ

あると思いますけれども、令和４年度の予約

状況というか、そういうものはどうなってお

りますか。 

 

○沖文化企画・世界遺産推進課長 県立劇場

につきましては、長期の１年ほど前から、２

年ほど前から予約が可能になっております。

現在は、まん防の期間中――明日まででござ

いますけれども、一応新規の予約を停止して

おります。今は停止しております。また、明

日以降新たな予約を受け付けるということで

あります。 

 ただ、これまで既に、――停止する前に、

例年の行事等ありますので、その辺は既に予

約が入っているものもございます。 

 

○岩下栄一委員 頑張ってください。 

 

○沖文化企画・世界遺産推進課長 ありがと

うございます。 

 

○緒方勇二委員長 ほかに質疑ございません

か。 

 

○ 田大造委員 天草エアラインについてち

ょっとお尋ねなんですが、この事業報告の１

ページで、毎年巨額の赤字に陥っていまし

て、それにコロナが加わって余計赤字幅が増

えたということで、令和３年も、８ページで

も巨額の赤字と。 

 私の認識としては、10年ぐらい前までは―

―まだ手前までですかね、２機体制で何とか

やっていきたいという希望がずっと県として

はあって、それがなかなかうまくいかずに、

今新しいエアコミューターと共同で運航し

て、１機で、昔はボンバルディアでやってい

たんですけれども、それが古くなって、新し

い機種を購入して１機体制でやっていると。

共同運航もして何とかしようというんですけ

れども、今後はもう１機体制でずっといくこ

とになるんだろうと思うんですけれども、ち

ょっとこれは経営者として考えたら、こんな

に毎年赤字を垂れ流して、事業体として本当

にあり得るのかなというふうに思っちゃうん

ですね。 

 県民のサイドに立てば、公共交通機関とし

てまあずっと根づいているという部分がある
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んですけれども、どこまでしたら県は県民は

負担を許容できるのかとか、そういう、何と

いうか、展望というか、県としては赤字幅を

どこまでなら毎年許せるのかとか、そうい

う、何というか、方向性というか、認識とい

うか、今どうなっているのか、教えてくださ

い。 

 

○清田交通政策課長 天草エアラインの経営

状況に関するお尋ねです。 

 まず、現在の１機体制、こちらのほうは、

今の会社の体制ですとか、あるいはもし機体

を増やすとしても、かなりの費用がかかって

きますので、現行の体制を継続することにな

ろうかと思います。 

 その上で、御指摘のとおり、毎年かなりの

巨額の赤字が発生している状況ですが、これ

が、平成30年頃までは――年間11万人ぐらい

乗ると大体収支が均衡するんですが、平成30

年頃には７～８万人ぐらいいっていまして、

かなり健闘していたんですが、最近、機長の

体調ですとかあるいはコロナの影響で非常に

損失が大きくなっていると。 

 ただ、一方で天草地域、非常に熊本地域と

も距離的にも離れておりますし、ドクターを

運ぶ路線という位置づけですし、観光面です

とか、そういう面で非常に効果もあるところ

でして、そういう意味でどこまで許容できる

かという判断はなかなか難しゅうございます

けれども、そこは県の財政とあるいは地元と

よく話し合いながら、より効率的な運航にな

るように努めてまいりたいと思っておりま

す。 

 

○ 田大造委員 この組織図も３ページに掲

載していただいているんですけれども、やっ

ぱり働いている職員さんの気持ちになると、

恐らく、毎年赤字の会社で働いていると何と

なく士気もかなり落ちると思うんですね。ま

あ、いろんな要因が重なっていると思うんで

すが、やっぱりもっと活性化するような何か

仕掛けをやっていかないと、このままじり貧

でしようがないしようがないで毎年来ている

ような感じがしますので、何としても――や

っぱりバースが２機分あるわけですから、空

港には。２機を何としてでも将来そろえると

か、新しい航空機を購入できないんだった

ら、２機ほかから持ってくるとか、新しいや

っぱり経営努力をしていただかないともう話

にならないと思うんですね。 

 ぜひ、新しいやっぱり取組をやって、職員

さんも活気がつく、そして地元も活気がつく

ような何か新しい取組というのを、知恵を出

していただきたいなというふうに希望してい

ます。 

 

○清田交通政策課長 御指摘のとおり、赤字

が続いていることは、会社の士気に関わるの

ではないかという御指摘かと思いますけれど

も、６月のこの委員会でも御報告させていた

だきましたが、中期経営計画を策定して新し

いことに取り組んでいこうと、地域になくて

はならない公共交通なんだということを認め

ていただくために、会社のほうも非常に努力

をされております。 

 そういう動きをこちらからも支援してまい

りたいと思っておりますし、新たなＳＮＳを

活用した取組ですとかあるいは移住、定住関

係の利用者に対する割引ですとか、いろんな

取組をされておりますので、そういうものを

情報共有しながら、引き続き取り組んでいき

たいと思っております。 

 

○ 田大造委員 了解しました。 

 

○緒方勇二委員長 ほかに質疑ございません

か。――なければ、以上で質疑を終了しま

す。 

 それでは、採決に入る前に説明員の入替え

をいたしますので、しばらくお待ちくださ
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い。 

 ここで、５分間休憩いたします。 

 再開は、11時35分からといたします。 

  午前11時29分休憩 

――――――――――――――― 

  午前11時33分開議 

○緒方勇二委員長 それでは、再開いたしま

す。 

 

○梅川財政課長 財政課でございます。 

 先ほどの岩下委員からの質疑の際にお答え

した内容で、一部誤りがありましたので、こ

こで訂正をさせていただきます。 

 グランメッセで実施しております県民広域

接種センターの実施体制に対する質疑におき

まして、先ほど私が、８月補正予算と24日に

議決いただいた９月補正の追加提案分におい

て予算化をし、当初７万人体制で実施予定だ

ったものを10万人接種できる体制に拡充した

という説明をさせていただきました。 

 このグランメッセの予算化につきまして

は、正しくは、６月補正予算の追加提案分の

中で、まず７万人の予算を編成させていただ

きまして、その後、去る24日に議決いただい

た９月補正の追加提案分におきまして、10万

人まで接種できるよう体制の強化を行ったも

のでございます。 

 なお、８月補正予算に計上しております新

型コロナワクチン接種体制支援事業、この49

億円の予算につきましては、接種の促進に向

けた接種単価の加算や職域接種の実施に係る

企業等への支援に係る予算でございました。 

 以上、訂正をさせていただきます。 

 

○岩下栄一委員 分かりました。 

 

○梅川財政課長 お願いします。 

 

○緒方勇二委員長 それでは、ただいまから

本委員会に付託されました議案第１号から第

７号までについて、一括して採決したいと思

いますが、御異議ありませんか。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり) 

○緒方勇二委員長 御異議なしと認め、一括

して採決いたします。 

 議案第１号外６件について、原案のとおり

可決または承認することに御異議ありません

か。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり) 

○緒方勇二委員長 御異議なしと認めます。

よって、議案第１号外６件は、原案のとおり

可決または承認することに決定いたしまし

た。 

 次に、今回付託された請願第32号を議題と

いたします。 

 請第32号について、執行部からの状況の説

明をお願いします。 

 

○橋本私学振興課長 私学振興課でございま

す。 

 付託請願について御説明いたします。 

 請第32号としまして、私学助成に関する意

見書の提出を求める請願が提出されておりま

す。 

 提出者は、熊本県私立中学高等学校協会及

び熊本県私立中学高等学校保護者会です。 

 請願の趣旨は、私学助成の堅持とより一層

の充実、そして、新型コロナウイルス感染症

対応及び学校施設の耐震化並びに令和２年７

月豪雨により被災した生徒等に対して継続的

な支援が図られるよう、国に意見書の提出を

求めるものです。 

 請願の背景としましては、修学支援制度の

拡充などにより、保護者の学費負担の公私間

格差は縮まってはいるものの、依然として格

差があること、また、少子化の進行が生徒数

の減少など経営に厳しい影響を及ぼすことが

懸念されること、加えて、新型コロナウイル

ス感染症対策などでのＩＣＴ化が急務となっ

ていることや施設等の耐震化にまだ多くの時
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間と費用が必要なこと、さらには、豪雨災害

の被災生徒に対する継続的な支援が必要であ

ることなどの状況があり、国による一層の支

援を求められているものです。 

 説明は以上です。 

 

○緒方勇二委員長 ただいまの説明に関して

質疑はありませんか。 

  （｢なし」と呼ぶ者あり) 

○緒方勇二委員長 なければ、これで質疑を

終了いたします。 

 次に、採決に入ります。 

 請第32号について、いかがいたしましょう

か。 

  （｢採択」と呼ぶ者あり) 

○緒方勇二委員長 採択という意見がありま

すので、採択についてお諮りいたします。 

 請第32号を採択することに御異議ありませ

んか。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり) 

○緒方勇二委員長 御異議なしと認めます。

よって、請第32号は、採択することに決定い

たしました。 

 ただいま採択を決定いたしました請第32号

は、国に対して意見書を提出してもらいたい

という請願であります。 

 そこで、意見書(案)について、事務局から

配付させます。 

  （事務局から意見書(案)配付) 

○緒方勇二委員長 配付は終わりましたか。 

 今配付いたしました意見書(案)は、請願の

趣旨、理由とほとんど内容は変わらないよう

でありますが、この案のとおりでよろしいで

しょうか。 

  （｢はい」と呼ぶ者あり) 

○緒方勇二委員長 御異議なしと認めます。

よって、この意見書(案)を、委員会として委

員長名をもって議長宛てに提出したいと思い

ます。 

 なお、この意見書の相手先として、菅内閣

総理大臣ほか関係大臣のお名前を記載してお

りますが、10月４日に国会の臨時会が召集さ

れ、内閣総理大臣の指名があった後、新内閣

の組閣が行われる予定ですので、10月６日に

委員会提出議案として意見書を議長に提出す

る際には、相手先の大臣のお名前を変更する

必要がございます。 

 つきましては、新内閣組閣後の意見書の相

手先の変更を委員長に御一任いただきたいと

思いますが、よろしいでしょうか。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり) 

○緒方勇二委員長 それでは、そのようにさ

せていただき、意見書(案)を委員会として委

員長名をもって議長宛てに提出したいと思い

ます。 

 次に、閉会中の継続審査事件についてお諮

りいたします。 

 議事次第に記載の事項について、閉会中も

継続審査することを議長に申し出ることとし

てよろしいでしょうか。 

  （｢はい」と呼ぶ者あり) 

○緒方勇二委員長 御異議なしと認め、その

ように取り計らいます。 

 次に、その他に入ります。 

 執行部から、報告の申出が２件あっており

ます。 

 まず、報告について執行部の説明を求めた

後、一括して質疑を受けたいと思います。 

 それでは、報告をお願いします。 

 

○津川企画課長 企画課でございます。 

 報告資料①、熊本県国土強靱化地域計画の

改定(素案)についてを御覧ください。 

 Ａ３のカラーの資料になります。 

 本報告については、総務常任委員会のほ

か、建設常任委員会、農林水産常任委員会に

おいても報告することとしております。 

 それでは、資料左上の１、本県の国土強靱

化地域計画についてを御覧ください。 

 熊本県国土強靱化地域計画は、国土強靱化
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基本法の規定に基づき、熊本地震等を踏ま

え、平成29年に策定しました。 

 計画期間は、おおむね５年間となっており

ます。 

 今回の改定では、前回策定後の国の防災・

減災、国土強靱化のための５か年加速化対策

や県の新しいくまもと創造に向けた基本方針

などを反映させるとともに、令和２年７月豪

雨災害や新型コロナウイルス感染拡大なども

踏まえ、ハード、ソフト両面の施策を含めた

総合的な防災体制を整備し、愛する地域で誰

もが安全、安心に住み続けられ、災害に強い

郷土づくりを目指すこととしております。 

 下の図は、県国土強靱化地域計画の位置づ

けを表したものです。 

 次に、２、基本目標については、現計画と

同じ６つの目標を継続して掲げることとして

おります。 

 ３、策定スケジュールについては、今後、

10月にパブリックコメントを実施、12月の改

定を予定しております。 

 資料の右面をお願いいたします。 

 ４、主な推進方針を御覧ください。 

 赤字下線の箇所が今回の主な改定項目にな

ります。 

 現計画において、熊本地震を踏まえた強靱

化に係る取組をしっかりと既に掲げているこ

とから、大きな見直しはありませんが、国の

５か年加速化対策に掲げられた老朽化施設の

更新、機能強化のほか、豪雨災害や新型コロ

ナを受け、流域治水の推進やマイタイムライ

ンの普及、活用、新型コロナウイルス感染症

対策などを追加することとしております。 

 説明は以上となります。よろしくお願いい

たします。 

 

○有働政策監 球磨川流域復興局でございま

す。 

 報告資料②をお願いいたします。 

 現在、変更の審議が進められています球磨

川水系河川整備基本方針の変更等について御

報告します。 

 本報告は、建設常任委員会にも報告される

ことになっております。 

 河川整備基本方針は、長期的な河川整備の

目標となる事項を定めるものですが、１つ目

の丸に記載のとおり、気候変動や流域治水の

新たな視点を踏まえ、近年、激甚な洪水が発

生した水系から順に変更に着手されておりま

す。 

 また、３つ目の丸にあるとおり、国の河川

整備基本方針検討小委員会には、知事が臨時

委員として出席しています。 

 次に、１の委員会の概要をお願いいたしま

す。 

 概要欄の第１回ですが、７月８日開催の第

１回委員会では、球磨川流域の概要や令和２

年７月豪雨の状況及び基本方針の変更の考え

方について委員間で共有が図られました。 

 次に、９月６日開催の第２回委員会では、

気候変動による降雨量の増加(1.1倍)などを

考慮した基本高水のピーク流量の設定や河道

と洪水調節施設等の配分流量について審議が

なされました。 

 また、令和２年７月と同規模の洪水に対す

る水位の計算結果が示され、水位は計画堤防

高を超えないものの、人吉市より下流で計画

高水位を超過する区間があることが示されま

した。 

 具体的には、次のページで御説明いたしま

す。 

 上段の左側に、基準地点人吉、右側に横石

における基本高水のピーク流量及び河道と洪

水調節施設等の配分を示しております。 

 人吉地点では、平成19年に策定された現行

の基本方針において、基本高水のピーク流量

を毎秒7,000立方メートル、洪水調節施設等

により毎秒3,000立方メートル調節し、河道

配分流量を毎秒4,000立方メートルとしてい

ました。 



第７回 熊本県議会 総務常任委員会会議記録（令和３年９月29日) 

 - 24 - 

 今回、変更の基本方針案では、将来の気候

変動による影響を反映し、基本高水のピーク

流量、毎秒8,200立方メートル、洪水調節施

設等により毎秒4,200立方メートル調節し、

河道配分流量を毎秒4,000立方メートルと示

されました。 

 八代市の横石地点においても、同様に、将

来の気候変動の影響を反映した各流量が示さ

れました。 

 次に、下段の人吉区間における令和２年７

月と同規模の洪水に対する水位の計算結果に

ついて御説明いたします。 

 グラフの中に、緑色で下のラインが計画高

水位、上のラインが計画堤防高、水色が令和

２年７月と同規模の洪水の推移を示しており

ます。 

 水色の令和２年７月と同規模の洪水に対す

る水位は、計画堤防高を超えないものの、計

画高水位を超過する区間があることがお分か

りいただけると思います。 

 改めて、１ページの委員会の概要にお戻り

ください。 

 真ん中の概要の最後の段落「このため」の

ところですが、先ほど御説明しましたよう

に、計画高水位を超過する区間があるため、

流域治水を多層的に進めることなどにより、

基本高水を超過する洪水に対しても、さらな

る水位低下や被害最小化を図る取組を進めて

いくことが確認されました。 

 これに対し、知事からは、第２回のところ

ですが、今回の内容は、本年３月に策定した

球磨川水系流域治水プロジェクトの内容と整

合するものであること、また、令和２年７月

洪水を含めた大きな洪水に対し、河川の対策

に加え、田んぼダムや避難体制の整備を含め

た緑の流域治水を強力に推進していく必要が

あると改めて認識したと意見を述べました。 

 なお、資料には記載しておりませんが、本

日、第３回の小委員会が開催されておりま

す。 

 最後に、２のその他として、関連する手続

の状況について御報告します。 

 ６月16日に流水型ダム環境保全対策検討委

員会が開催されました。 

 また、基本方針に沿って、中期的な具体の

整備内容を定める河川整備計画の策定に向け

た球磨川水系学識者懇談会を８月４日に国と

合同で開催しましたので、併せて御報告いた

します。 

 説明は以上です。 

 

○緒方勇二委員長 以上で執行部の報告が終

わりましたので、質疑を受けたいと思いま

す。 

 質疑はありませんか。 

 

○髙野洋介委員 １点だけ、要望というか、

お願いといいますか、したいと思いますけれ

ども、国土強靱化のこの資料を見させてもら

いましたけれども、ある程度網羅はできてい

るというふうに思っていますが、この委員会

でも先月だったかな先々月だったかな、消防

学校に行きましたよね。その際、いろいろ見

せてもらいまして、先日も私別件で消防学校

に行って、またいろいろお話を伺ったんです

ね。 

 そうしたら、設備とか装備品に関しては、

総務省からの御支援があるということを伺い

ました。で、本館と寄宿舎があるわけですけ

れども、本館に関しては、割と総務省も応援

するのかしないのか分かりませんけれども、

寄宿舎に関しては、全くそういう補助メニュ

ーがないそうなんですよね。 

 多分、委員の皆さん方も皆さん見られた、

執行部の方も見られて分かるとおり、ちょっ

と時代に即してないような構造と老朽化が進

み過ぎているんじゃないかなというふうに思

っています。 

 これを私、整備をする必要があるんじゃな

いかなというふうに思っています。当然、公
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共的な位置づけでもありますし、そこで、そ

れぞれの地域の新入隊員だとか消防団員の方

々がそこに寝泊まりをして、しっかり勉強し

て現場に出るということで、非常に大切な施

設だというふうに思っています。 

 ですから、ぜひ県といたしましても、総務

省なり国に対して、寄宿舎も含めて、この国

土強靱化の計画に乗れるような、そういう枠

組みをつくってもらうように、ぜひ要望して

ください。我々議会のほうからも、しっかり

とそこは声を出していきたいと思っています

ので、ぜひそういった形でやっていただきた

いと思います。 

 答弁は特に要りませんが、何か言いたい方

がいらっしゃったら、挙手をしてもらえれば

助かりますけれども、特に答弁は求めませ

ん。 

 

○緒方勇二委員長 何かお答えありますか。 

 

○佐﨑消防保安課長 消防保安課でございま

す。 

 先生、ありがとうございます。 

 ７月30日、各委員の方々には御視察いただ

いておりまして、消防学校の状況については

見ていただいております。 

 消防保安課といいますか、県としまして

も、今先生がおっしゃいましたとおり、まず

寄宿舎、それから、これも女性の訓練生が今

増えてきている現状の中、そういった環境に

もなってないとか、あとまた様々現状に即し

ないところがございますので、しっかりと検

討しまして、必要な要望につきましてもしっ

かり取り組んでいきたいというふうに思って

います。 

 

○緒方勇二委員長 国土強靱化の加速化、集

中５か年ですか、ぜひ、広域の防災拠点であ

りますから、その辺を補助メニューがないと

いう話を初めて監査委員の髙野委員からもお

聞きしたところですが、ぜひその辺もこの改

定に向けて盛り込めるような形で、ぜひ防災

の州都を目指す上で頑張っていただきたいと

思います。 

 ほかに質疑はございませんか。 

  （｢ありません」と呼ぶ者あり) 

○緒方勇二委員長 なければ、これで報告に

対する質疑を終了いたします。 

 

○鍬本県政情報文書課長 県政情報文書課で

ございます。 

 質疑の中で、県立大学に関しまして、岩下

委員のほうから、管理栄養士以外の国家試験

の資格の取得状況についてお尋ねがございま

したので、それについて回答させていただき

たいと思います。 

 県立大学におきましては、教職課程の履修

によりまして、中学校、それから高校の教諭

１種免許状の取得ができるようになっており

ます。 

 昨年度は37人が取得をいたしております。

中でも最も多いのが高校の英語の免許資格、

これが12人、次いで中学の英語の免許が11人

ということで、実績が上がっておりますので

回答させていただきます。 

 以上でございます。 

 

○緒方勇二委員長 これで報告に対する質疑

を終了いたします。 

 最後に、その他のその他に入りますが、本

日は３密を防ぐため出席職員を限定しており

ますので、この場で回答できない場合は、後

日文書等で回答させていただくことといたし

ますので、御理解と御協力をよろしくお願い

します。 

 それでは、委員の先生から、その他のその

他、何かありませんか。 

 

○松野明美委員 税務課長のほうにお尋ねを

いたします。 
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 ふるさと納税についてお尋ねをしますけれ

ども、本年の４月から、ふるさと納税の返礼

品に福祉事業所等の商品をパンフレットに掲

載をしていただきまして、追加していただい

たということで、かなり事業所からの要望と

いいますか、そういうのも多かったというこ

とを聞いております。 

 ４月からですから、半年たった現在、その

福祉事業所等の商品がどのような感じなの

か、現状を私たちに教えていただければと思

います。 

 

○久保田税務課長 税務課でございます。 

 今お話ありましたとおり、この４月から、

障害者の就労者支援事業所で作られた作品、

製品等につきまして、ふるさと納税の返礼品

として取扱いを始めさせていただいたところ

でございます。 

 実績としましては、大体、今、返礼品全体

の御要望のうち、１割程度を障害者の作業所

の製品が占めておりますので、４月からスタ

ートしてこの半年という中では、かなり引き

合いは多いのではないかというふうな感覚で

受け止めております。 

 特に多いのが、かんきつ類とかそういった

ところがございまして、逆に少ないのが、手

づくりの商品というのは、残念ながらちょっ

と少ないところはございますけれども、そう

いった情報をまた現場のほうにもフィードバ

ックしながら、そういった返礼品の見直し、

作業所のほうでも、どういったものを返礼品

に出していくかというあたりを参考にしてい

ただければというふうに思っております。 

 

○松野明美委員 半年間で全体の１割という

ことは、かなり優秀といいますか、多いのか

なと思いまして、とてもうれしく思います。 

 その１割を２割とか３割とかに広げていた

だきまして、こういうコロナ禍の中で、福祉

事業所というのは、やっぱりやる気がなかな

か薄れている中で、非常にやる気につながっ

ていくのではないかなと思っております。 

 また、多分１年間に１回ぐらいですか、パ

ンフレットの更新等もあるんでしょうかね。

そういったところで、健康福祉部と連携をし

ていただきまして、お声かけもお願いしたい

と思っておりますし、先ほどおっしゃったよ

うなフィードバック、ぜひ情報を福祉事業所

のほうにお伝えいただきまして、そこで売れ

ない商品とかあると思うので、その工夫とか

見直し、そういうこともやれると思いますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 

 以上になります。 

 

○緒方勇二委員長 ほかに何かありません

か。――なければ、以上で本日の議題は全て

終了いたしました。 

 最後に、要望書が４件提出されておりま

す。 

 参考としてお手元に写しを配付しておりま

す。 

 それでは、これをもちまして第７回総務常

任委員会を閉会いたします。 

  午前11時56分閉会 
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